
モニタリングシート（基盤施設）

２　管理運営状況等

1

2

3

38,688 39,398

設置目的
住民の保健衛生及び生活環境の改善・向上を図ることを目的として設置されており、また浴場利
用者間の交流の場としてコミュニティ機能を有する施設としての役割も担っている。

施設内容・業
務内容等

共同浴場

連絡先 06-6788-0348指定管理者
特定非営利活動法人
生きがい事業団　かどや

2 年度～ 6

指定管理者に関するモニタリングシート 黄色のセルを施設担当課が記入

１　施設の概要 （モニタリング実施年度： 令和 6 年度）

年度

指定の方法 単体施設を指定管理

施設所管課 人権文化部 人権室 人権同和調整課 連絡先 06-4309-3157

施設の名称 東大阪市立荒本共同浴場
指定期間

人人員体制 正規職員 5 人 パート・アルバイト 4 人 0その他

年度 令和5 年度

実績 今年度（予算）

6

指定管理

次年度（見込）

令和 3 年度 令和 7令和 年度令和

328 293

管理形態 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理

年度

供用（開館）日数 327 327

4 年度

327

未定指定管理委託料（千円） 38,229 42,500

利
用
状
況
指
標

入浴者数（人） 42,597 43,380 45,246
補足
説明

改修工事により営業の全面
休止を予定。
〈全面休止予定期間〉
R6.5.13～R6.6.19

補足
説明

補足
説明
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モニタリングシート（基盤施設）

３　モニタリングの総括
「個別評価」（自動表示）：Ｓ＝チェック項目が全て○、Ａ＝×がなく「得点」が７５％以上、
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ＝×がなく７５％未満～５０％以上あるいは×が１個で「得点」が７５％以上、
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ＝×が２個以上あるいは×が１個で「得点」が７５％未満
「最終評価」（任意決定）：個別の評価結果を踏まえて、評価者の裁量で決定する。

モニタリングの観点
施設担当課のモニタリング

個別評価
S A B C

評価できる点や要改善事項

Ａ
行
政
視
点

施設の設置目
的が達成でき、
事業の継続性
が期待されると
ともに、市民の
安全の確保が
図られている
か？

Ｓ

施設の設置目的を理解し、指定管理者としての施設管理業務を適切に行い、
市の要望に対しても速やかに対応している。
NPO法人向けの会計ソフトを導入し、毎月、会計士と会計処理をチェックする
など経営状況の管理を強化し、事業計画については適宜見直しを行いながら
適正な組織運営に努めている。
法人内の従業員に対し、災害時を想定した内容で講習会を開催されており、
法人として災害時を意識した知識の向上に取り組まれている。

Ｂ
管
理
・
運
営
能
力

人員・施設の管
理、会計処理等
（再委託業務を
含む）が適正に
実施され、快適
に利用できる施
設環境が整備
されているか？

Ｓ
施設の管理・運営に関して、協定書や仕様書の通り、適正に実施されている。
施設の老朽化に伴い、修繕を必要とする箇所が増えてきているものの、優先順
位を考えた計画的な修繕により、適正に施設の維持・整備が行われている。

Ｃ
サ
ー

ビ
ス

平等な利用の
確保及びサー
ビス向上が図ら
れているか？

Ｓ

サービスの公平性が図られており、正確なサービスが提供されている。高齢者
の利用が多いことから、積極的に声掛けをするなど安心・安全に施設が利用で
きるよう配慮されている。
頻繁に苦情があるわけではないが、利用者から従業員の接遇に関して苦情の
申出が続いた際も、苦情対応については事実確認から途中経過・改善点を含
め、市に報告されており、今後の管理・運営に繋げていることを確認している。
利用者への接遇に関しては今後も丁寧な対応を徹底するよう求める。

Ｄ
市
民
視
点

市民の声が反
映される管理・
運営が行われ
ているか？

Ａ

アンケートから得た利用者の意見は、利用料金や施設整備に関するものなど、
指定管理者の一存だけでは解決できないものが多いものの、利用者からの意
見を踏まえ改善できるものは対応し、施設の適正な管理・運営に努めている。
ホームページが整備され、見やすく伝わりやすい形に改善されたが、アンケー
ト結果等、ホームページ上で公開されている情報については、最新の情報に
更新していく管理を求める。

Ｅ
効
果
・
効
率
性

施設の効果を最
大限発揮しようと
するとともに、管
理経費の縮減が
図られている
か？

Ｓ

コロナ禍の影響により減少していたと思われる利用者数が元に戻りつつあり、
社会情勢の変化、物価変動等による燃料費の高騰の影響による光熱費の増
大は続いているものの、予算の範囲で管理・運営され、利用者一人当たりの管
理経費は前年度に比べると減少している。
従前よりできる限りの光熱費削減のための取組を実施しており、日常的に職員
間で話し合いの場を持ち、改善を図りながら、事業計画書等に基づいて、経費
削減に向けた取組みを行うよう努めている。

Ｆ
法
令
等
遵
守

法令や各種規
則等を理解し、
遵守すること
で、社会的責任
を果たしている
か？

Ａ

関係法令を遵守し、業務を遂行しており、必要に応じ、職員への研修も実施さ
れている。
第三者評価において改善事項とされた労務管理に関する事項については、で
きる範囲での手法により改善が見られた。
ホームページが整備され、見やすく伝わりやすい形に改善されたが、事業報告
書等、ホームページ上で公開されている情報については、最新の情報に更新
していく管理を求める。

課題への対応
今後の取組

最終評価
（任意設定） 施設管理において、利用者が安心・安全に利用できるよう取り組まれている。ま

た、施設の老朽化に伴い、修繕を必要とする箇所が増えてきているものの、優
先順位を考えた計画的な修繕により、適正に施設の維持・整備が行われてい
る。
従前より求めていた情報発信・情報公開の取組については、ホームページの
整備により改善されているが、最新の情報に更新していく管理を求める。
今後も利用者の安心・安全に配慮した管理運営に努めていただきたい。

Ａ
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